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　但的J　'i･A-1' J･If 3 ^ f 凶・通即^平にっ･I 7 と／ハ　匁迩K Jヽ(I1、i う鴇if'油t 乙

t叱呼i 末刄いいり1しh油り%化霖友の㈹琢ヽ張孝匈刷i^を好万-> おめ゛.　iれi り冽it.

泳t，iヽぷ､ばI. れりり吻^it-'i.、わ希か日･^iう漫2,V-いどしん鵬f泌･り侈希'こμ了I め

？1 'L-・|幻<ilib--} 回匈でアン<r ー－ト鯛^t 佇いヽ、^r－タ/ぶ)．接-5^ -i-行なった．

　6j 狐l (tli・ヽ蹟－CO}1･，り為げI* t.し川まfiレ郎ヽ袖t 峯御日k*r.　いり厚･＝.l り

袖ク･濤彦蛸^ i をI--.　e驚かf 油り高伊膠今・あ^ t {こ掃1聊□(I 3 かlzつI' 7ァンデ

ー!-舛秀句T い'. 刺£^tt^あ，匯ず・'・のii｣(i「?りlヽf^ひ「奸吽岫｣/zり･り蚕食呻涙

いﾗμ訂nu. 夕朋や趨/I) 峰絞^ 采｀あfc.

　侈町　アンケート姻－狐畢*ヽK、鵬lf岫回り浄蕎･･恥？r t.し1.　＆ｽ^f^自ごク葵

合りいf たん力'　々旧著刄．ぷ外為ｸ，つぺ. it｣が^敢μ'/o，あT'も<9 ^ ツ琵知鴨

If4 a,心慮'J薯ﾉ知九i. ^ ft, 夥度多i'i・鈴;>^芦，袖^ にJl･い/グ刄t'あク，旧老－／え

あだ'I千外ユいあfダI-し・いた，11--.　あぞ袖tしtヴう7"袖がり勁卵t叫)刻ﾚT. Uゆ.
彦£修'itヽ1 Ｆ アンV－ト如布ﾀﾞヽI,のあ？りこ・)Iヽ1 βび狸μ?醐糾t ン‰佃陶張
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A－59 シ，ム。おいしおこ関すろ昶覧（第I 報:）
聖徳学園や｝短大　o幻け^　古鴇優１

―－') I.ゴジャA ー一

水野いブみ

　目的　近年、パンノ^。魯碩iH半い、シャム・消費-i ヵ･涛くな、7 いゐ・、戟*-■ 園ヤはジ

々ムl二割･する食品取紳境則・、ないため、業名Iニよリ様々なシ-
^r A 々・作られマい^。そこ７ヽ

＼4種類。')ンゴ（撲、かがやき、旭. ネロ2ぶ. つ*.■･ろ.　コ- Iレ;　ス7 ー. むつ。しヅド｀コ･’

―1し. 金星、£μ、フジ、王鈴、インμ）t実験材料乙レ, ジ。ムの材料乙レて･('51 ヵ､･漣し

て＼.-石in か、みいしい>" ャム乞作石にはと｡■ <r>様な素停ヵヽ沁ヽ車りのか、C^らに、ジ、ム<n お

いしさ乞しヽ<r>よう/: 知覚してぃb。か蹟討した。

　‘方法　長野県産<n 14･種類・リシコ■ K プいて、ペ7 4- ンま有量, pH . 糖^,　ぜり-li度

、硬度を測定、ぎらに、i れら・リンコヅ･シ。ムを作ト　ジ、ム･n おヽヽし? のイダージに

聞t ろ官能種査t 行、た。禎者こはyヽO ;i（。＿ic　必泰。必丿浪) をfflvヽた。イ/ -ｼ哨

語li >■'ダム､､t聞すら彩忽語玄収集レ, 12II の鯛に整it、ぢ点評点､法とレf; 。まtz、シ。ム

のよｎ二関しては一対比較法乞哨い、-?iヽぽfi と・相関々新を行・だ。

　結眼　の　よい>* -<、ム乙わ心いジ。ム。イメ-ジ･ <nフ’ロフィIし≪･■■明ら力心フ■> tニ. 両菊

の遣い1ｺ特･こっや. やわらヵヽさ、'Iめらかさ、色苓にみられすこ。で‘らに、胴話間。相関分

析を行、た銘果、ジャム・よさはっや。あh,、ぺら。べち。し-r 、心、甘い、７めらか乙

籾関や･みら畝た。②　l^類。シャム|: よ b一対比較法では、ﾉ分数か析の結早、とくI-主

釦果と組きわぺ！効果゛有意^ な-'た｡Rイメ- ジ’祠鰭ピ剃定値との相関は甜味^ 戸^ に

高い相関心ヽみらがた;≫-･･、>"'-Vム<r,よざ-C <n趨聞ば認あら戦びか、fこ。




